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前  文 

 私たちのまち苫小牧市は、樽前山のふもと、太平洋の潮かおる勇払原野

に位置し、日本初のバードサンクチュアリに指定されたウトナイ湖を有す

る自然豊かなまちです。本市は、明治末期に豊富な水資源や森林資源を背

景に製紙工場が立地し、産業都市の基礎を形成しながら、国内初の大規模

内陸掘込港の建設や新千歳空港の発展とともに成長を続けてきました。近

年では、自動車関連企業や食関連企業など、様々な産業の集積が進み、北

海道を代表する産業拠点都市として、北海道経済を牽引する重要な役割を

担うまでとなりました。これらは、ひとえに本市の発展を願ってきた先人

のたゆみない努力と英知の結集によるものです。

 本市は、昭和 48年（1973年（昭和 48年）に基本構想を定めて以降、
昭和 63年（1988年（昭和 63年）には産業構造や価値観の変化に対応し
本市の更なる発展の姿を展望するために、また、平成 20年（2008年（平
成 20年）には近い将来到来する人口減少時代を想定したまちづくりに転
換するために、基本構想を改定し、理想の都市である「人間環境都市」の

実現を目指してきました。

 この間、我が国を取り巻く社会経済情勢は、今まで以上に目まぐるしく

変化しています。インターネットの普及とともにグローバル化が急速に進

展し、国際競争が激化する一方、地域紛争やテロによる経済先行きの不安

感の高まりなど、世界情勢は混沌としています。国内においては、少子高

齢化と人口減少が同時進行し、各産業における担い手不足や家庭内におけ

る子育て・介護の負担増などが顕在化しており、人材育成や就労・子育て

支援、働き方改革による１億総活躍社会の実現などを通して、就労を望む

誰もが働きやすい社会環境を整備していくことが求められています。こう

した社会情勢の変化が本市のまちづくりに与える影響は大きく、これらの

変化に柔軟に対応できるまちづくりを進めることが、今後も求められてい

ます。

 私たちは、誰もがこのまちに誇りを持ち、世代や性別を超え、人権を尊

重し、健康で生き生きと心豊かに暮らすことができるよう、また、明日を

拓くたくましい産業のまちを築くとともに、豊かな自然と安心で快適な暮

らしを未来の子どもたちに残していけるよう、理想の都市である「人間環

境都市」を実現する必要があります。

 私たちは、「人間環境都市」の理念を継承し、新たな５つのまちづくり

の目標を定め、その実現を目指すため、ここに基本構想を改定します。
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 「人間環境都市」は、人間主体のまちであり、豊かな自然と調和した文化の薫り高く潤い

のある快適な生活環境の中で、共に生き生きと心豊かに暮らしながら、全ての市民が持てる

能力で社会に貢献し、未来に向かって挑戦し続けるまちです。

第１章 基本構想の意義

この基本構想は、本市が目指す理想の都市や市政を総合的かつ計画的に推進するための施策の方向を

明らかにするものです。 

第２章 理想の都市

本市は、理想の都市を「人間環境都市」とします。 

第３章 基本構想の推進

この基本構想は、次の方針に基づいて推進します。 

１ 基本計画・実施計画の策定 

本市の理想の都市を実現するための基本となる「基本計画」と、

その実施に関する「実施計画」を策定します。 

２ 総合的かつ計画的な市政の推進 

(1) 基本構想、基本計画、実施計画（以下「総合計画」といいま

すいう。）を、本市における総合的かつ計画的な市政運営の指

針とします。また、本市が行う政策、施策及び事業は、法令の

規程規定によるもの又は緊急を要するものを除き、総合計画に

基づいて行います。 

(2) 行政部門別の計画については、総合計画との整合性の確保に

努め、市政を総合的かつ計画的に推進します。 

(3) 総合計画の実施に当たっては、行政評価の基準を設定するこ

とにより、総合計画の進捗を適切に把握し、その内容の公開に

努めます。 

基本構想

【理想都市】

基本計画

実施計画



5

第４章 まちづくりの目標

「人間環境都市」を実現するため、まちづくりの目標を次のとおり設定します。 

     １ 共に支えあい支え合い健やかに暮らすまち 

     ２ 明日を拓く力みなぎる産業のまち 

     ３ 学ぶ喜びがあふれる文化の薫るまち 

     ４ 自然と環境にやさしいまち 

     ５ 安全・安心で快適に暮らすまち 

第５章 目標時期

この基本構想の目標時期は、平成 30年度（2018 年度（平成 30年度）から 10 年後の 10 年を経過する

平成 39 年度（2027 年度（平成 39年度）まで）とします。 

第６章 人口の想定

この基本構想の目標時期における本市の人口は、おおむね 16 万人台後半を想定します。 

※ 国立社会保障・人口問題研究所の人口推計（平成 25 年度（2013 年度（平成 25 年度）版）において

は、平成 37 年（2025 年（平成 37年）では約 16万 3 千人、平成 42年（2030 年（平成 42年）では約

15 万８千人としており、当該研究所の推計からは、目標時期の平成 39 年（2027 年（平成 39 年）に

おいて、約 16万 1千人が見込まれるところです。この減少を抑制を目指すするために、平成 27 年度

（2015 年度）に策定しました「苫小牧市人口ビジョン」を踏まえ、若年層の転出抑制や出生率の向上

を目指す取組を行うことにより、目標時期における本市の人口は、おおむね 16 万人台後半とするこ

とを想定します。 

第７章 施策の大綱

次のとおり、未来に向かって挑戦し続けるまちづくりに対応した「自治体運営に関する取組」を基本

として、「５つのまちづくりの目標に関する取組」を推進します。 

理想の都市 「人間環境都市」 

５つのまちづくりの目標に 
関する取組 

自治体運営に 

関する取組 0

まちづくりの目標
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第 1節 自治体運営に関する取組 

 ～ 未来に向かって挑戦し続けるまちづくり ～ 

誰もがこのまちに誇りを持ち、地域活動への参加と市民が主体となったまちづくりを進め、

男女平等と平和の精神を尊ぶまちを築きます。また、行政運営の効率化と財政基盤の強化を推

進するとともに、広域的な連携による圏域全体の価値向上に努めながら、人口減少が進む将来

においても持続することのできる「未来に向かって挑戦し続けるまちづくり」を目指します。 

 第 1 市民によるまちづくりの推進 

  1 地域活動の促進 

 自発的な地域活動の支援や活動参加への意識醸成を図り、地域住民が主体となって、信

頼と絆で結ばれた明るく住みよい地域社会を目指します。 

2 市民自治によるまちづくりの推進 

 市民の理解と参加による市政運営に努めます。また、多様な手段による情報共有を図り、

市民参加や協働を原則とした市民自治によるまちづくりを推進します。 

3 男女平等参画の推進 

 誰もが個人として尊重され多様な生き方を認め合い、あらゆる分野の活動に平等に参画

し、その個性と能力を発揮できる社会を形成します。 

4 平和の推進 

 世界の恒久平和を願い平和意識の啓発を図ります。また、非核三原則の趣旨を尊重しま

す。 

 第 2 健全な行財政運営の推進 

  1 行政組織の活性化 

 市民ニーズを把握し、適宜、組織機構を見直します。また、職員の適正配置に努めます。

さらに、能力や業績を重視した人事管理制度を構築し、公務能率の向上を図ります。 

2 行政運営の効率化・適正化の推進 

 行政運営の効率化を追求し、行政費用の抑制と市民サービスの向上を図ります。また、

ＩＣＴの利活用により、効率的・効果的な情報基盤の管理・運営に努めます。 

3 健全な財政運営と財政基盤の強化 

 人口減少と高齢化の同時進行による市税収入の減少と社会保障経費の増大などの諸課題

に対応できる健全な財政運営と財政基盤の強化に努めます。 

4 広域連携の推進 



7

 行政サービスの向上を図り、広域的に共通する課題に対応するため、近隣自治体との連

携を推進します。また、国・道との連携強化に努めます。 

第２節 ５つのまちづくりの目標に関する取組 

 第 1 共に支えあい支え合い健やかに暮らすまち 

子どもからお年寄りまで全ての市民が、家庭や地域社会の中で共に支えあい支え合い、

生き生きと暮らし、成長していくことができる環境を整えます。また、心身共に健康的な

生活を送りながら、必要に応じて充分な医療・福祉サービスを受けることができる「共に

支えあい支え合い健やかに暮らすまち」を目指します。 

  1 健康な暮らしの実現 

(1) 健康的な長寿社会の実現や市民の健康づくりに向けて、「からだ」と「こころ」の総合

的な健康づくりを推進します。 

(2) いつまでも住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるように、高度な

医療提供体制を整えます。また、地域医療の充実、在宅医療と介護の連携を推進します。 

2 地域で支えあう支え合う福祉社会の形成 

(1) 地域福祉活動を行う市民や福祉団体、ボランティア団体などを支援します。また、相

互に連携し、支えあいながら支え合いながら、生きがいと思いやりのある地域社会の実

現に努めます。 

(2) 高齢者が地域で自立した生活を送れるように、地域包括ケアシステムの実現を目指し

ます。また、支援が必要な高齢者と家族が安心して暮らせる環境づくりを進めます。 

(3) 障がい児者への福祉サービスの提供と自己実現を支援します。また、サービス提供基

盤の充実やバリアフリーな環境の整備を進めます。さらに、地域全体での発達支援の体

制を構築します。 

(4) すべて全ての子どもが心身とも健やかに、たくましく成長できる環境を整えます。ま

た、妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援を提供します。 

(5) 健康で文化的な最低限度の生活を維持するために、国民健康保険、後期高齢者医療制

度、生活保護などの社会保障制度の維持・適正管理を図ります。 

 第２ 明日を拓く力みなぎる産業のまち 

苫小牧港や新千歳空港を背景に、物流の拠点として、交通の要所として、北海道経済の

発展を支え、地域に根ざした産業拠点都市を築きます。また、恵まれた自然環境を活かし

たいかした農林水産業を育て、誰もがやりがいをもって安心して働ける場を広げ、安定し

た暮らしを実現します。さらに、魅力あふれる商店街づくりや観光地の形成などを通じ、

「明日を拓く力みなぎる産業のまち」を目指します。 

  1 地域の特性を活かしたいかした産業の振興 
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(1) 担い手の育成・確保に努め、農業経営の安定・向上を目指します。また、農業生産に

必要な農地の確保とその有効活用により、農村環境の保全を図ります。 

(2) 国土の保全、水資源のかん養、地球温暖化の防止など、森林の持つ公益的機能を維持・

増大させる施策を推進し、森林資源を育成します。 

(3) 水産資源の保護に向けた取組に努め、栽培漁業を推進します。 

(4) 産学官連携を一層強化し、技術力の向上・高度化、新技術・新産業の創出を支援しま

す。また、エネルギー源の多様化を進め、エネルギーの安定供給を図ります。 

(5) 中小商業経営基盤の強化や経営の安定を促進し、地域に根ざした魅力ある商店街づく

りを進めます。また、中小企業の振興を推進します。 

(6) ものづくり産業の集積や新産業・成長産業の展開を進め、雇用の創出・確保や地域経

済の活性化に繋げますつなげます。また、快適に働ける環境を充実させ、企業の発展を

支援します。 

(7) 豊富な観光資源を有効活用し、まちの魅力として、積極的に情報発信することで、交

流人口を増やし、にぎわいの創出と地域経済の活性化を目指します。 

(8) 雇用の安定・拡大と地元人材の育成・確保に努めます。また、職業能力開発体制の強

化と勤労者福祉の充実を図ります。 

2 産業基盤の整備促進 

(1) 新千歳空港を国内・国際航空輸送ネットワークの拠点として、国際競争力の確保・向

上、安全・安心対策の継続的な実施のほか、空港周辺環境の整備促進と地域の活性化を

推進します。 

(2) 港湾機能の強化やポートセールスの推進により港勢拡大を図ります。また、港の魅力

を発信することでにぎわいを創出し、市民や観光客が親しみふれ合える港づくりを進め

ます。 

(3) 企業誘致に戦略的に取り組むとともに、地域特性を活かしたいかした新たな産業やプ

ロジェクトの展開を推進し、更なる産業の集積を図ることで、自然と調和した苫小牧東

部地域の開発を進めます。 

 第３ 学ぶ喜びがあふれる文化の薫るまち 

未来を担う子どもたちが、個性や能力を生かしいかし、自立した人間として成長してい

くために、学校教育を充実し、実社会や実生活で「生きる力」を育みます。また、市民一

人ひとりが、幼児期から高齢期までのライフステージに応じて、芸術、スポーツなどの様々

な文化活動ができる環境を整え、「学ぶ喜びがあふれ文化の薫るまち」を目指します。 

  1 次世代を担う人材育成と高等教育の充実 

(1) 個性や能力を生かしながらいかしながら、実社会で活躍できる力を育み、社会を支え

る自立した人間を育成するため、教育内容の充実と教育環境の向上を図ります。 

(2) 高等学校、高等専門学校、大学などの教育機関との連携を深め、地域で活躍する人材

の育成に努めます。 
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2 人が輝き文化の薫るまちづくりの推進 

(1) 生涯にわたる学習機会を確保し、学習により豊かな心と自立の力を育み、その成果を

生かすいかすことのできる環境づくりに努めます。 

(2) 生涯スポーツの普及・振興と技術向上を図り、スポーツ人口の拡大とスポーツを生か

したいかしたまちづくりを進めます。 

(3) 文化芸術に接する機会の充実、活動の支援、環境の整備、文化財の保存を通し、心豊

かに暮らしていくためのまちづくりを進めます。 

(4) 国内外における交流を深め、異なる文化を尊重できる意識の醸成を図り、多様性に富

んだ豊かなまちづくりを進めます。 

 第４ 自然と環境にやさしいまち 

経済発展に伴い、地球規模で環境を取り巻く多様な問題が発生していることから、自然

環境の保全や環境にやさしいライフスタイルの実現、資源循環型社会の形成など、環境負

荷の軽減に向けた取組を積極的に進め、豊かな自然に恵まれた良好な環境を未来に引き継

いでいく「自然と環境にやさしいまち」を目指します。 

  1 自然と調和した快適環境の保全 

(1) 豊かな自然を保護、保全し、自然との共生を図りながら、快適で潤いのある都市環境

を確保します。 

(2) 環境監視体制の強化、充実により公害の未然防止を図ります。また、地球環境への負

荷を少なくするための取組を進めます。 

(3) 衛生的な生活環境を確保するため、害虫駆除やペットの適正な飼育について意識の高

揚を図ります。また、霊園、霊葬場を整備します。 

2 廃棄物の適正処理と資源循環型社会の実現 

(1) 市民・事業者・行政が一体となり、ごみの減量やリサイクルを推進します。また、効

率的な収集・運搬や廃棄物処理施設の適正化に努め、資源循環型社会を実現します。 

第５ 安全・安心で快適に暮らすまち 

地域社会の中で共に助け合い、生き生きと快適に暮らすことができる生活環境を整える

とともに、自然と調和した個性的で魅力ある住環境と誰もが便利に移動できる交通環境の

中で、災害などから生命と財産が守られ、安心して生活できる「安全・安心で快適に暮ら

すまち」を目指します。 

  1 快適な生活環境の整備 

(1) 苫小牧の顔となる「まちなか」の魅力創造と、にぎわいの創出を図る取組を進め、誰

もが安心して暮らせ、地域の特徴を生かしたいかした誇りと愛着が持てるまちづくりを

進めます。 
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(2) 公営住宅の整備、適正な管理戸数の確保、マイホームづくり長く住み続けられる住ま

いづくりを支援します。また、市民に親しまれ、誰もが安全・安心に利用できる公園、

緑地を整備します。 

(3) 水道水の安定供給に向けた施設の保全・更新と災害対策を行います。また、水道事業

の経営基盤の安定化を図り、安全でおいしい水を次世代へ継承します。 

(4) 下水道の計画的な維持管理や改築・更新を進めます。また、自然災害に備え、大雨対

策や耐震性能の向上に努めます。 

2 利便性の高い交通環境の整備 

(1) 都市生活と産業活動に欠かせない道路交通網を、社会情勢やニーズ変化に配慮しなが

ら整備します。 

(2) 利用者ニーズに対応した公共交通サービスを提供します。また、効率的で利便性の高

い持続可能な交通システムを構築します。 

  3 安全・安心な市民生活の確保 

(1) 強固な消防体制を維持するため、消防施設・設備装備の更新や火災予防体制の強化、

消防職員・消防団員の効率的な配置・職務能力の向上を図ります。 

(2) 災害から市民の生命や財産を守るため、関係機関や市関係部局、企業・住民組織と連

携した総合的な防災体制の確立を図ります。また、建築物の耐震化性能を向上させを促

進します。 

(3) 河川や排水路における治水対策による河川機能の充実と、地域の特性を活かしたいか

した水辺空間の創出と保全を図り、良好な河川形成を目指します。 

(4) 市民が安心して外出し、安全に移動できるように、交通環境の整備や交通安全教育の

充実、広報啓発活動の推進に努めます。 

(5) 暴力や犯罪から市民を守るため、防犯啓発や防犯活動を市民と一体となって推進し、

防犯体制の充実を図ります。 

(6) 消費者意識の啓発と消費者保護対策の強化に努めます。また、生活必需品などの安定

供給を図ります。 


